
【保護者の皆さんへ】

いよいよ一年生大会も明後日

となりました。特に今週は、い

い意味で緊張感を保ちながら、

質の高い練習ができました。１

年生が必死に取り組むことはも

ちろん、２年生が献身的なサポ

ートで１年生を支えていまし

た。まさにチームが一

つになって明日を迎え

ることができました。

左 に も 書 き ま し た

が、毎年、一年生大会は何が起

こるか分かりません。普段の試

合以上に、“雰囲気”が大きな

ウエイトを占めることになりま

す。寒い中ですが、ぜひご都合

のつかれる方は会場に足を運ん

でいただき、一緒に応援できた

らと思います。よろしくお願い

します。

【共通すること】

裏面に、２つの新聞記事を紹

介しました。年代・種目・性別

など、様々な違いはありますが、

根本の部分は同じ・大切にして

いることは共通するのではない

でしょうか。やはり最後は、

・真面目に取り組んだ人

・日々の生活をきちんとやれる人

・感謝の気持ちを忘れない人

が笑うことができる

のですね。
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「相手が２年生だったから・・・」

という言い訳はいくらでもできます。

ましてや秋季愛日地区大会で３位に

なり、県大会に出場したメンバーです。「負けて

当然！」と思ってしまうことが当たり前だと思

うかもしれません。しかし、先生は結果ではな

く、一年生全員の試合中の気持ち・姿勢・雰囲

気にこそ、問題があったと思っています。あき

らめたり、弱気になったりした人もいたでしょ

う。また、仲間が沈んでいることを分かってい

ながら、声をかけたりチームの士気を高めたり

することができなかった人もいたでしょう。

一年生大会は、本当に何が起こるか分かりま

せん。今の３年生の時は、インフルエンザが流

行し、当日までメンバーが決まらないという状

況でした。しかし、そんな状況の中でも、１セ

ットマッチとはいえ水野中に勝ちきることがで

きました。（その後、水野中は引退まで１回も瀬

戸旭大会・愛日大会で負けていません。）今の２

年生は、『愛日大会優勝』という結果を得ました

が、そこにたどり着くまでには、瀬戸旭大会も

愛日大会の予選リーグでも１敗ずつして、得失

点差や該当校同士の対戦結果によって勝ち上が

ることができました。

一年生大会こそ、どんな状況でも諦めずに、

みんなで戦っていくことが求められます。一年

生はもちろん、二年生・家族・顧問、みんなで

最後まで諦めずに戦いましょう。
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